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RZ/A2Mグループ USB2.0ホストモジュールを用いてHigh-Speedの OUT転送を行う場合、以下の注意事項がありますので

連絡いたします。 

1 注意事項 

High-Speed の Control OUT、Bulk OUT、Isochronous OUT転送を行う際、誤データを送信する場合があります。 

2 対策 

2.1 High-Speedの Control OUT転送を行う際、以下のいずれかの設定を行って下さい。 

2.1.1 Asynchronous Schedule Parkモードを無効にして下さい。 

(USBCMDレジスタの Asynchronous Schedule Park Mode Enableビットを 1'b0にしてください) 

2.1.2 Queue Element Transfer Descriptor (qTD)の、Total Bytes to Transferフィールドを最大パケットサイズ以

下に設定して下さい。 

2.2 High-Speedの Bulk OUT転送を行う際、以下のいずれかの設定を行って下さい。 

2.2.1 Asynchronous Schedule Parkモードを無効にして下さい。 

(USBCMDレジスタの Asynchronous Schedule Park Mode Enableビットを 1'b0にしてください) 

2.2.2 Queue Element Transfer Descriptor (qTD)の、Total Bytes to Transferフィールドを最大パケットサイズ以

下に設定して下さい。 

2.2.3 USB2.0ホストモジュールが使用できるバス帯域が 240MB/s以上となるように、Bφ周波数および USB2.0ホ

ストモジュールと競合するバスマスタ数を調整して下さい。(注.1)

2.3 High-Speedの Isochronous OUT転送の Highband転送を行う際、以下の設定を行って下さい。(注.2) 

2.3.1 USB2.0ホストモジュールが使用できるバス帯域が 240MB/s以上となるように、Bφ周波数および USB2.0ホ

ストモジュールと競合するバスマスタ数を調整して下さい。(注.1)

(注.1) Bφ=132MHzかつUSB2.0ホストモジュールと競合するバスマスタがUSB2.0ホストモジュールを含めて 4マスタ

の場合、USB2.0ホストモジュールが使用できるサウス基幹バス 2におけるバス帯域は 240MB/s 以上を満たしています。 

132MHz×8Byte / 4(masters) = 264MB/s 

(注.2) 非Highband転送の場合、本対策は不要です。 

以上 


